
別紙様式第11号

高収益作物次期作支援

現況面積
（計画時）
（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

沖縄県農業協同組合 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況38,787a⇒目標
40,000a

38,787 38,479

①主な出荷物である果菜類（サヤインゲン・ピーマン・トマト
等）、重量野菜（カボチャ・トウガン・キャベツ・レタス等）を
中心に、次期作に向けた栽培面積の維持・拡大を図り、単収・品
質向上を図るための産地が推奨する肥料、農薬の利用を促進し売
上増を図った。
②新たな販路を確保するためHPを活用したネット販売や有利販売
を行うためGAP認証に取り組んだ。

事業実施主体が設けた
成果目標及び現況面積
以上の成果目標を達成
していないため適切な
指導を実施する。

沖縄県花卉園芸農業協同組合 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況38,960a⇒目標
41,000a

38,960 35,630

・消費者ニーズに即した組合推奨の品種や品目の導入及び安定生
産のための組合指導の肥料や農薬等を使用した。
・組合指定の出荷選別基準の取り決めに基づき、まとまって高品
質で厳選された出荷を実施した。

事業実施主体が設けた
成果目標及び現況面積
以上の成果目標を達成
していないため適切な
指導を実施する。

（有）沖縄北部花卉園芸組合 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況2,384a⇒目標
2,580a

2,384 2,543

・産地等で推奨する品目又は品種の栽培。
・産地等で推奨する梱包資材、肥料、農薬、資材の利用。
・安全講習会、安全啓発動画の視聴。
・土壌改良資材の使用。
・かん水装置の利用。

現況面積以上となって
いるが、事業実施主体
が設けた成果目標は未
達成であるため、未達
成と評価し適切な指導
を実施する

金武町農業者連絡協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況652.4a⇒目標
655a

652.4 739

野菜については、次期作に向けて安定生産を図るため、産地で推
進する肥料、農薬、出荷箱等の資材の導入・利用を推進するとと
もに、花卉については、実需者ニーズに即した新たな品種の導入
を行った。また、市場が求める品質等の情報やそれに対する出荷
方針を関係者全員で共有し、生産者一体となって品質保持、出荷
量調整ができるように取り組んだ。

成果目標を達成してい
る。

伊江村担い手育成総合支援協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況1,594a⇒目標
1,604a

1,594 1,649
・村堆肥センターで製造する堆肥散布による土づくりをはじめ、
生産者の作業効率向上の為、農業用機械の積極的な利用を行っ
た。

成果目標を達成してい
る。

高収益作物次期作支援交付金に関する事業評価票

地方農政局長等の意見事業実施主体名
事業実施
年度

成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容



現況面積
（計画時）
（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

地方農政局長等の意見事業実施主体名
事業実施
年度

成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容

今帰仁村担い手育成総合支援協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況225a⇒目標235a

225 190

実需者ニーズに即した推奨・奨励する栽培品種や品目を導入する
とともに、かん水装置の利用による品質向上、安全講習会による
作業環境の改善を図った。
品質の高いものを出荷するため、施肥、整枝、選別を行った。

事業実施主体が設けた
成果目標及び現況面積
以上の成果目標を達成
していないため適切な
指導を実施する。

名護市高収益作物次期作支援交付金等推進協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況212.6a⇒目標
212.6a

212.6 212.6

・品目横断的な労働安全講習会を開催し農作業安全の取組をこれ
まで以上に充実・徹底させるとともに、産地で戦略的に推進する
花き品目の栽培を推進した。
・かん水装置を利用し生産性の向上を図るとともに、産地で戦略
的に推進する花き品目の栽培を推進した。

成果目標を達成してい
る。

うるま市担い手育成総合支援協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況180a⇒目標185a

180 180

・かんしょ・その他野菜（オクラ、ブロッコリー、エンサイ等）
の次期作に向け、産地で推奨する肥料や農薬、堆肥の導入・利用
の推進。
・高収益作物の生産性向上等に資する機械・施設の導入。

現況面積以上となって
いるが、事業実施主体
が設けた成果目標は未
達成であるため、未達
成と評価し適切な指導
を実施する

久米島町かんしょ拠点産地協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況469a⇒目標500a

469 529

・次期作に向けて紅芋（美ら恋紅）では、省力化によるコスト低
減と安定生産を図るため、作業人員の見直しと産地が推奨する肥
料の導入、利用を推進した。
・次期作に向けて馬鈴薯（ニシユタカ）、島らっきょうでは、省
力化によるコスト低減と安定生産を図るため、作業人員の見直し
と産地が推奨する肥料の導入、利用を推進した。

成果目標を達成してい
る。

石垣市高収益作物次期作支援交付金等推進協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況95a⇒目標95a

95 95
花き：拠点産地の品種の栽培継続及び安定生産のための病害虫対
策と肥培管理の推進

成果目標を達成してい
る。

竹富町高収益作物次期作支援交付金等推進協議会 令和２年度

事業実施地区の対象
品目の作付面積が令
和３年度末に現況面
積以上となること。
現況1,842a⇒目標
1,922a

1,842 1,932

・野菜：カボチャを対象に産地で戦略的に推進する品種や肥料等
を導入。
・果樹：パインアップルを対象に産地で戦略的に推進する品種や
肥料等を導入。
・花き：ドラセナ、ヘリコニアを対象に推進する肥料等を導入。

成果目標を達成してい
る。


